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一
及
び
二
に
つ
い
て

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
被
害
者
や
性
暴
力
の
被
害
者
が
相
談
し
や
す
い
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
「
第
四
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
（
平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
五
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
基
本
計
画
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
、
関
係
行
政
機
関
等
は
、
電
話
相
談
や
窓
口
相
談
に
つ
い
て
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
促
進
す
る
た
め
、
夜
間
・

休
祭
日
に
お
け
る
相
談
対
応
の
実
施
等
の
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
基
本
計
画
に
お
い
て
、
都
道
府
県

及
び
市
町
村
が
設
置
す
る
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
各
都
道
府
県
で
少
な
く
と
も
一
つ
の
施
設
に
お

い
て
夜
間
・
休
日
を
問
わ
ず
対
応
が
で
き
る
よ
う
促
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
被
害
者
に
対
し
て
効
果
的
に
支
援
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
基
本
計
画
に
お
い

て
、
暴
力
の
形
態
や
被
害
者
の
属
性
等
に
応
じ
て
、
相
談
、
保
護
等
を
き
め
細
か
く
実
施
す
る
と
と
も
に
、
官
民
等
の
連
携

促
進
を
通
じ
て
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

一



お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
基
本
計
画
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
が
関
与
す
る
「
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
数
を
平
成
三
十
二
年
ま
で
に
各
都
道
府
県
に
最
低
一
か
所
と
す
る
と
の
成
果
目
標
を
設

定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
内
閣
府
に
お
い
て
は
、
性
犯
罪
被
害
者
等
の
た
め
の
総
合
支
援
に
関
す
る
実
証
的
調
査
研
究
の
中

で
、
都
道
府
県
等
に
よ
る
当
該
セ
ン
タ
ー
の
設
置
の
実
証
を
行
い
、
そ
の
効
果
を
測
り
、
今
後
の
当
該
セ
ン
タ
ー
の
普
及
に

つ
な
げ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

二


